
こ
と
ば
と
実
在

　
　
　
　
　
「
活
動
語
」
の
意
味
…

出
　
口
　
康
　
夫

は
じ
め
に

　
本
論
は
、
「
活
動
実
在
論
」
と
私
が
名
づ
け
て
い
る
、
あ
る
種
の
科
学
的
実
在
論
を
、
言
語
哲
学
的
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
（
粗
く

言
っ
て
）
「
科
学
で
措
定
さ
れ
て
い
る
（
電
子
や
ク
ォ
ー
ク
や
光
速
度
と
い
っ
た
）
直
接
観
察
で
き
な
い
対
象
（
こ
れ
を
「
措
定
物
扁
と
呼
ぶ
）

の
実
在
を
認
め
る
か
ど
う
か
」
を
巡
っ
て
戦
わ
さ
れ
て
き
た
科
学
的
実
在
論
論
争
。
科
学
的
（
反
）
実
在
論
と
は
、
措
定
物
の
実
在
を
、
何

ら
か
の
意
味
で
認
め
る
（
否
定
す
る
）
立
場
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
こ
で
言
う
「
措
定
物
（
o
。
ω
冨
住
窪
蜂
団
）
」
と
は
、
実
体
な
い
し
基
体

の
み
な
ら
ず
性
質
・
出
来
事
・
事
態
を
も
含
む
広
い
意
味
で
の
事
物
（
け
ぼ
コ
α
q
＼
窪
ω
）
を
意
味
す
る
。

　
今
日
で
は
上
記
の
問
い
自
体
が
様
々
な
仕
方
で
問
わ
れ
て
い
る
。
問
い
の
立
て
方
が
異
な
れ
ば
、
同
じ
く
科
学
的
（
反
）
実
在
論
と
呼
ば

れ
る
立
場
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
実
が
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
本
論
は
「
措
定
物
の
実
在
を
信
じ
る
こ
と
な
し
に
、
重
要
な
科

学
的
活
動
を
有
意
味
な
い
し
合
理
的
な
も
の
と
し
て
説
明
可
能
か
」
と
い
う
問
い
を
設
定
す
る
。

　
か
つ
て
ラ
カ
ト
シ
ュ
は
科
学
方
法
論
に
つ
い
て
、
「
競
合
す
る
様
々
な
科
学
方
法
論
は
、
現
実
の
科
学
の
歴
史
を
、
ど
の
程
度
合
理
的
に

再
構
成
で
き
る
か
と
い
う
基
準
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し
た
（
冨
冨
8
ω
仁
ミ
。
。
し
ト
。
H
幽
）
。
本
論
の
問
い
の
背
後
に
も

同
様
の
考
え
、
即
ち
「
措
定
物
の
実
在
に
関
す
る
様
々
な
主
張
、
即
ち
競
合
す
る
複
数
の
「
科
学
的
存
在
論
」
は
、
現
実
の
（
ト
リ
ビ
ア
ル

こ
と
ば
と
実
在

二
五
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六

で
な
い
）
科
学
的
活
動
を
、
ど
の
程
度
、
有
意
味
化
な
い
し
合
理
化
で
き
る
か
と
い
う
基
準
に
照
ら
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
い
う
提

案
が
控
え
て
い
る
。
本
論
で
の
議
論
は
、
科
学
的
存
在
論
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
評
価
の
基
準
一
い
わ
ぽ
「
ラ
カ
ト
シ
ュ
的
基
準
」
一
1

に
即
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
ラ
カ
ト
シ
ュ
的
基
準
に
照
ら
し
て
、
「
現
実
の
科
学
的
活
動
は
、
措
定
物
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
な
し
に
、
雷
い
換
え
る
と
、
そ
の

よ
う
な
信
念
を
組
み
込
ん
だ
科
学
的
実
在
論
に
訴
え
な
く
と
も
、
十
分
に
説
明
で
き
る
」
と
主
張
す
る
の
が
、
こ
こ
で
の
反
実
在
論
。
「
電

子
の
実
在
を
信
じ
ず
と
も
、
電
子
の
電
荷
を
測
定
す
る
と
い
う
科
学
的
活
動
を
有
意
味
で
合
理
的
な
も
の
と
し
て
説
明
で
き
る
」
と
す
る
フ

ァ
ン
・
フ
ラ
ー
セ
ン
の
構
成
的
経
験
論
が
そ
の
一
例
で
あ
る
（
＜
彗
守
鎚
ω
ω
Φ
ジ
H
㊤
。
。
O
）
。
対
し
て
、
措
定
物
の
実
在
を
信
じ
な
け
れ
ば
、
現

実
の
科
学
的
活
動
を
説
明
で
き
な
い
と
考
え
、
ラ
カ
ト
シ
ュ
的
基
準
に
照
ら
し
て
反
実
在
論
を
非
現
実
的
だ
と
批
判
す
る
の
が
、
こ
の
問
題

設
定
の
下
で
の
実
在
論
。
「
一
定
の
措
定
物
の
実
在
へ
の
信
念
が
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
の
合
理
化
・
有
意
味
化

に
と
っ
て
不
罵
欠
だ
」
と
主
張
す
る
活
動
実
在
論
も
、
こ
の
意
味
で
「
実
在
論
」
な
の
で
あ
る
。

　
活
動
実
在
論
が
上
記
の
意
味
で
そ
の
実
在
を
擁
護
す
る
措
定
物
…
こ
れ
を
「
活
動
存
在
者
（
9
活
け
一
く
圃
肯
《
　
①
昌
盛
け
冤
）
」
と
呼
ぶ
一
…
と
は
、

測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
測
定
さ
れ
て
い
る
対
象
、
例
え
ば
「
素
電
荷
」
や
「
光
速
度
」
と
い
っ
た
（
「
基
礎
物
理
定
数
」
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ぼ
れ
る
）
一
定
の
量
的
「
性
質
」
で
あ
る
。
活
動
存
在
者
に
は
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
「
性
質
」
が
含
意
す
る
「
実
体
」
な
い
し
「
基
体
」
も

含
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
素
電
荷
」
は
、
そ
も
そ
も
「
電
子
が
持
つ
電
荷
」
と
し
て
導
入
さ
れ
た
概
念
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
素
電
荷
の
存

在
を
認
め
、
電
子
の
存
在
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
だ
が
興
じ
こ
と
は
、
電
子
と
瞬
じ
電
荷
を
持
つ
こ
と
が
（
定
義
上
の
要
講
で

も
、
何
ら
か
の
理
論
か
ら
の
帰
結
で
も
な
く
）
た
ま
た
ま
経
験
的
に
確
認
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
ミ
ュ
ー
オ
ン
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
素
電

荷
の
定
義
上
、
そ
れ
が
含
意
す
る
実
体
（
そ
の
性
質
を
持
つ
基
体
）
と
は
電
子
な
の
で
あ
り
、
ミ
ュ
ー
オ
ン
で
は
な
い
。
「
素
電
荷
を
測
る
」

と
は
「
電
子
の
電
荷
」
を
測
る
こ
と
な
の
で
あ
っ
て
、
「
ミ
ュ
ー
オ
ン
の
電
荷
」
を
測
る
こ
と
で
は
な
い
と
も
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

電
荷
の
実
在
性
を
擁
護
す
る
活
動
実
在
論
は
、
（
ミ
ュ
ー
オ
ン
で
は
な
く
）
電
子
の
実
在
性
を
も
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。



　
活
動
存
在
者
と
は
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
措
定
物
。
活
動
実
在
論
は
、
こ
れ
を
、
理
論
が

措
定
す
る
「
理
論
存
在
者
（
叶
び
Φ
O
吋
Φ
甑
O
P
同
　
Φ
昌
鼠
け
《
）
」
か
ら
区
別
す
る
。
ま
ず
は
理
論
存
在
者
と
し
て
導
入
さ
れ
た
措
定
物
の
中
の
あ
る
も

の
が
、
さ
ら
に
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
活
動
存
在
者
と
な
る
。
ま
た
、
科
学
の
営
み
を
合
理
化
・
有
意
味
化
す
る
た
め
に
は
、
後
者

の
実
在
は
信
じ
る
必
要
は
あ
る
が
、
前
者
の
そ
れ
は
信
じ
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
が
活
動
実
在
論
の
主
張
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
そ
の
実
在
へ

の
信
念
が
科
学
的
活
動
の
舎
理
化
・
有
意
味
化
に
と
っ
て
不
可
欠
か
否
か
」
と
い
う
点
に
関
し
て
、
両
者
の
存
在
論
的
ス
テ
ー
タ
ス
は
異
な

る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
電
子
は
、
理
論
存
在
者
か
ら
活
動
存
在
者
へ
と
変
化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
存
在
論
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
変
え
る
こ
と
に

な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
存
在
論
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
変
化
は
、
措
定
物
を
表
わ
す
言
語
衰
現
（
「
素
電
荷
」
「
電
子
」
と
い
っ
た
一
般
名
詞
で
あ
る
「
措

定
語
」
）
の
（
指
示
対
象
と
し
て
の
）
「
意
味
」
や
（
必
要
十
分
条
件
と
し
て
の
）
「
定
義
」
に
関
す
る
「
想
転
移
」
と
で
も
評
せ
る
よ
う
な
非

連
続
的
な
変
化
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
例
え
ば
「
電
子
」
と
い
う
語
は
、
こ
の
変
化
を
蒙
る
こ
と
で
、
そ
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
相
転
移
の
前
の
措
定
語
を
「
理
論
語
（
昏
Φ
o
話
瓜
。
鉱
陣
雲
ヨ
ご
、
後
の
そ
れ
を
「
活
動
語
（
餌
。
瓜
註
蔓

8
目
露
）
」
と
呼
び
分
け
る
。
こ
の
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ
の
相
転
移
は
ま
た
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
が
、
反
実
在

論
で
も
説
明
で
き
る
フ
ェ
ー
ズ
を
脱
し
、
実
在
論
で
し
か
説
明
で
き
な
い
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
突
入
す
る
事
態
に
呼
応
し
て
い
る
。
我
々
は
、
相

転
移
以
前
の
「
理
論
語
」
の
指
示
対
象
の
実
在
を
信
じ
る
必
要
は
な
い
が
、
相
転
移
以
後
の
「
活
動
語
」
の
指
示
対
象
の
実
在
に
は
コ
ミ
ッ

ト
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ
の
相
転
移
を
経
て
始
め
て
、
垂
葉
は
実
在
に
つ
い
て
語
り
出
す
と
も
乞
え
る
。

本
論
の
目
標
は
、
こ
の
「
実
在
に
つ
い
て
の
語
り
出
し
」
の
さ
ま
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
こ
と
で
措
定
物
が
蒙
る
存
在

論
的
ス
テ
ー
タ
ス
の
変
化
の
実
態
を
見
極
め
る
こ
と
に
お
か
れ
る
。

こ
と
ば
と
実
在

二
七
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二
　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
ラ
カ
ト
シ
ュ
的
基
準
に
照
ら
し
て
合
理
化
・
有
意
味
化
さ
れ
る
べ
き
科
学
的
活
動
と
し
て
、
本
論
が
注
目
す
る
の
が
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

　
　
　
（
2
）

ン
グ
で
あ
る
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
（
物
理
量
で
あ
れ
社
会
量
で
あ
れ
）
多
種
多
様
な
「
量
」
を
様
々
な
仕
方
で
測
定
し
た
上
で
、

そ
れ
ら
多
数
の
測
定
か
ら
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
そ
の
中
で
個
々
の
量
に
対
す
る
「
標
準
値
」
を
導
出
す
る
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
な

い
し
濡
動
で
あ
る
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
範
例
は
、
理
学
と
工
学
の
境
界
領
域
に
位
置
す
る
「
精
密
計
測
学
（
真
8
邑
。
欝
ヨ
＄
ω
霞
①
露
左
註
）
」
に
お
け

る
基
礎
物
理
定
数
の
標
準
値
の
導
出
作
業
で
あ
る
。
様
々
な
物
理
的
事
物
に
対
し
て
、
特
別
に
作
ら
れ
た
機
器
を
用
い
て
高
精
度
・
高
確
度

の
測
定
を
行
い
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
に
（
最
小
二
乗
法
な
ど
の
）
統
計
的
分
析
を
施
し
た
上
で
、
そ
の
結
果
を
報
告
す
る
と
い
う

営
み
が
、
科
学
の
広
い
分
野
で
定
着
し
た
の
は
意
外
に
遅
く
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
の
こ
と
。
そ
れ
に
伴
い
、
物
理
彙

の
精
密
な
測
定
を
行
い
、
そ
の
手
法
の
開
発
を
も
爵
指
す
分
響
と
し
て
の
精
密
計
測
学
が
成
立
し
た
の
が
｝
八
七
〇
年
代
か
ら
八
O
年
代
だ

と
さ
れ
る
（
ω
≦
§
ぎ
ぎ
ち
o
Q
刈
）
。

　
こ
の
精
密
計
測
学
に
お
け
る
主
要
な
テ
ー
マ
が
、
真
空
中
の
光
速
度
、
重
力
定
数
、
電
子
の
電
荷
、
プ
ラ
ン
ク
定
数
な
ど
数
十
種
の
物
理

彙
か
ら
な
る
基
礎
物
理
定
数
の
測
定
と
、
そ
れ
ら
の
標
準
値
の
導
出
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
物
理
量
は
い
ず
れ
も
、
何
ら
か
の
科
学
理
論
に
よ

っ
て
、
未
知
だ
が
一
定
の
値
を
持
つ
「
定
数
」
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
。
言
い
換
え
る
と
、
科
学
理
論
は
そ
れ
ら
の
盤
を
措
定
は
す
る
が
、

そ
の
値
ま
で
は
特
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
フ
ァ
ン
・
フ
ラ
ー
セ
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、
基
礎
物
理
定
数
は
科
学
理
論
に
開
い
た

「
穴
」
。
そ
の
穴
を
埋
め
る
作
業
は
、
具
体
的
な
測
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
＜
窪
溜
建
部
ω
ω
目
撃
O
。
。
O
為
。
。
）
。
こ
れ
ら
の
定
数
は
ま

た
、
そ
も
そ
も
直
接
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
物
（
量
的
性
質
）
で
も
あ
る
。
例
え
ば
、
欝
の
前
の
リ
ン
ゴ
の
「
重
さ
偏
を
掌
で
感
じ

た
り
、
天
秤
ば
か
り
で
測
っ
た
り
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
電
子
の
「
電
荷
」
を
知
覚
し
た
り
測
定
し
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
後
者
は
、



数
々
の
科
学
理
論
を
動
員
し
、
複
雑
な
測
定
装
置
を
組
み
上
げ
て
、
間
接
的
な
仕
方
で
測
定
す
る
し
か
な
い
対
象
で
あ
る
。
物
理
定
数
と
は
、

直
接
観
察
で
き
な
い
措
定
物
の
一
種
な
の
で
あ
る
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
は
大
き
く
次
の
三
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
一
）
ま
ず
あ
る
特
定
の
量
が
特
定
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
段
階
。
こ
の
段
階
で
も
岡
一
の
対
象
に
関
す
る
測
定
が
何
回
も
繰
り

返
さ
れ
、
多
数
の
生
デ
ー
タ
か
ら
導
か
れ
た
平
均
値
が
測
定
結
果
と
し
て
報
告
さ
れ
る
。
ま
た
同
一
の
量
は
、
互
い
に
で
き
る
だ
け
異
な
っ

た
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
こ
の
段
階
で
は
、
同
一
の
量
に
つ
い
て
、
様
々
な
方
法
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
、
互
い
に
多
少
な
り
と
も
異
な
っ
た
多
数
の
測
定
結
果
が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
　
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
光
速
度
と
い
う
同
じ
対
象
に
対
し
て
、
光
学
的
方
法
と
電
気
的
方
法
と
い
う

異
な
っ
た
憲
法
を
用
い
た
様
々
な
測
定
が
実
施
さ
れ
た
。
光
学
的
方
法
で
は
、
光
を
（
空
間
中
を
　
定
の
位
置
を
占
め
つ
つ
進
む
）
古
典
粒

子
だ
と
す
る
粒
子
説
の
立
場
に
立
つ
幾
何
光
学
が
前
提
さ
れ
、
粒
子
と
し
て
の
光
が
持
つ
速
度
、
即
ち
「
移
動
距
離
÷
経
過
時
間
」
と
い
う

線
形
速
度
が
測
定
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
光
学
的
方
法
も
、
用
い
ら
れ
る
測
定
装
置
や
、
各
々
の
装
置
が
前
提
し
て
い
る
背
景
理
論
の
違
い

に
応
じ
て
、
い
く
つ
も
の
種
類
に
分
か
れ
る
。
ま
た
電
気
的
方
法
で
は
、
光
の
波
動
説
を
と
っ
た
上
で
、
光
を
電
磁
波
の
一
種
だ
と
言
な
す

マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
光
の
電
磁
理
論
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
光
は
無
限
に
伸
び
た
正
弦
波
だ
と
さ
れ
、
そ
の
一
つ
の
波
束
の
見
か
け
上

の
進
行
速
度
、
即
ち
「
波
長
×
振
動
数
」
と
し
て
定
式
化
さ
れ
る
位
相
速
度
が
測
定
さ
れ
た
。
こ
の
電
気
的
方
法
も
さ
ら
に
様
々
な
種
類
に

分
か
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
｛
九
二
〇
年
代
に
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
方
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
、
互
い
に
異
な
っ
た
光
速
度
値
が
集

積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
次
に
、
第
一
段
階
で
得
ら
れ
た
同
一
の
量
に
対
す
る
複
数
の
測
定
結
果
か
ら
、
単
一
の
加
重
平
均
が
求
め
ら
れ
る
第
二
段
階
が
来

る
。
例
え
ば
R
・
バ
ー
ジ
は
、
光
学
的
方
法
と
電
気
的
方
法
か
ら
な
る
「
四
つ
の
全
く
異
な
る
方
法
」
（
b
σ
騨
ぴ
q
Φ
し
O
ω
《
謡
じ
。
）
か
ら
得
ら
れ

た
四
つ
の
測
定
値
か
ら
の
加
重
平
均
に
よ
っ
て
0
1
1
卜
。
⑩
P
お
①
陸
虹
（
讐
＼
ω
と
い
う
光
速
度
の
標
準
値
を
導
い
た
。
彼
は
ま
た
数
年
後
に
、
最

こ
と
ぽ
と
実
在

二
九
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薪
の
測
定
値
を
考
慮
に
入
れ
、
八
つ
の
測
定
値
か
ら
得
ら
れ
た
新
た
な
加
重
平
均
値
o
U
い
。
り
P
鳶
①
梓
虹
（
目
＼
ω
を
求
め
た
が
（
b
d
マ
ひ
q
ρ
お
禽
）
、

こ
れ
は
法
益
、
国
際
学
術
会
議
と
国
際
電
波
科
学
連
合
と
い
う
二
つ
の
国
際
機
関
に
よ
っ
て
公
認
値
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
は
単
な
る
個
人
の
営
み
に
止
ま
ら
ず
、
科
学
者
共
同
体
に
お
け
る
社
会
的
・
制
度
的
な
活
動
と
い
う
側
面
も
持
つ
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
こ
の
よ
う
に
、
例
え
ば
光
速
度
と
い
う
「
単
一
の
量
」
に
対
す
る
複
数
の
測
定
値
を
統
合
し
加
重
平
均
値
を
求
め
る
作
業
が
な
さ

れ
る
第
二
段
階
に
対
し
、
「
複
数
の
量
」
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
多
数
の
加
重
平
均
値
を
、
（
典
型
的
に
は
）
「
最
小
二
乗
補
正
」
と
呼
ば
れ

る
統
計
的
技
法
に
よ
っ
て
、
互
い
に
調
整
・
補
正
し
あ
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら
複
数
の
量
の
「
最
終
的
な
標
準
値
（
最
小
二
乗
補
正
値
と
を

一
挙
に
求
め
る
の
が
第
三
段
階
で
あ
る
。
例
え
ば
、
素
電
荷
Q
v
電
子
の
質
料
§
層
プ
ラ
ン
ク
定
数
費
と
い
う
三
つ
の
物
理
定
数
の
加
重
平

均
値
1
そ
れ
ぞ
れ
僑
1
1
蒔
．
。
。
0
9
0
×
δ
き
§
♪
ミ
舞
⑩
ヒ
刈
。
。
O
×
δ
－
・
。
・
．
鮫
、
N
H
①
．
①
・
。
ホ
O
×
δ
、
。
♂
§
・
．
歴
世
と
い
う
値
（
こ
れ
を
「
被
補
正

値
」
と
呼
ぶ
）
一
に
対
し
て
行
わ
れ
た
最
初
の
本
格
的
な
最
小
二
乗
補
正
（
以
下
「
四
八
年
補
正
」
と
呼
ぼ
う
）
を
見
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

（
H
）
¢
ヨ
O
】
ρ
⊆
　
餌
質
島
　
○
◎
財
①
ゆ
》
　
H
Φ
薩
。
◎
）
。
最
小
二
乗
補
正
で
は
、
対
象
と
な
る
定
数
を
　
定
の
仕
方
で
結
び
つ
け
た
関
数
（
こ
れ
を
「
関
係
式
」

と
す
る
）
と
、
そ
の
関
数
の
関
数
値
に
相
当
す
る
量
を
（
被
補
正
値
の
測
定
と
は
独
立
に
）
測
っ
て
得
ら
れ
た
（
第
二
段
階
で
得
ら
れ
た
加
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

平
均
値
で
あ
る
）
測
定
値
（
「
関
係
値
」
）
が
必
要
と
な
る
。
四
八
年
補
正
で
は
、
次
の
二
つ
を
含
む
九
個
の
関
係
式
が
設
定
さ
れ
た
。

い。

~
鳶
種

　
　
　
1
1
沁
8
（
匪
目
O
Φ
刈
ω
刈
」
ω
）

龍
。

譜

　
　
1
1
一
●
O
O
O
G
。
劇
×
一
〇
一
・
。

翻

（1）（2）

（
例
え
ば
ω
で
は
、
関
係
値
と
し
て
、
水
素
原
子
の
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
観
察
か
ら
導
か
れ
た
リ
ュ
ー
ド
ベ
リ
数
乱
と
い
う
物
理
定
数
の
測
定
値
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。
）
こ
れ
ら
の
関
係
式
は
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
科
学
理
論
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
ω
は
ボ
ー
ア
の
前
期

量
子
論
を
、
②
は
ヂ
・
プ
ロ
イ
の
物
質
波
理
論
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
被
補
正
値
と
九
欄
の
関
係
式
を
図
示
し
た
の
が
「
等



尺
整
合
図
（
一
ω
o
B
Φ
嘗
8
0
0
コ
ω
｛
ω
8
p
o
《
魯
母
け
）
」
と
呼
ば
れ
る
次
頁
の
図
1
で
あ
る
。
図
1
に
お
い
て
、
被
補
正
値
は
三
本
の
鎖
線
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

ま
た
ω
を
除
く
八
個
の
関
係
式
は
実
線
②
か
ら
⑧
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
②
は
⑤
に
相
当
）
。
ま
た
三
つ
の
被
補
正
値
は
ω
を

前
提
す
る
こ
と
で
、
一
点
に
交
わ
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
昧
で
ω
は
三
被
補
正
値
を
表
わ
す
鎖
線
の
交
点
と
し
て
衰
現
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
こ
れ
ら
三
個
の
被
補
正
値
と
九
個
の
関
係
値
が
互
い
に
完
全
に
整
合
的
な
ら
ぽ
、
（
ω
を
除
い
た
）
一
一
本
の

直
線
は
図
1
に
お
い
て
一
点
で
交
わ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
は
そ
う
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
第
二
段
階
で
得
ら
れ
た
、
被
補
正
値
と
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

値
に
対
す
る
加
重
平
均
値
が
、
互
い
に
微
妙
に
不
整
合
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
直
線
か
ら
（
各
々
の
直
線
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

距
離
の
二
乗
の
和
が
最
小
に
な
る
と
い
う
意
味
で
）
「
最
も
近
い
」
点
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
最
小
二
乗
点
」
は
図
1
の
中
心
部
に
あ
る
楕

円
、
即
ち
「
誤
差
楕
円
体
（
Φ
旨
甥
。
置
。
｛
Φ
躍
。
邑
」
の
中
心
で
あ
る
（
そ
れ
を
拡
大
し
た
の
が
図
2
）
。
こ
の
最
小
二
乗
点
に
対
応
す
る
魯

ミ
誉
の
値
一
具
体
的
に
は
鳴
1
1
蒔
．
。
。
O
卜
。
H
×
一
『
．
。
禽
斜
ミ
薩
ρ
H
O
㎝
㎝
×
一
『
。
・
。
餉
譜
龍
Φ
噸
爵
ω
ω
×
H
O
－
，
、
♂
§
箇
咳
⑭
1
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
定
数

の
「
最
小
二
乗
補
正
値
」
な
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
つ
の
段
階
で
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
最
初
は
互
い
に
独
立
に
行
わ
れ
て
い
た
個
々
の
測
定
が
次
第
に
統
合
さ
れ
、
最
終
的
に
は

多
種
多
様
な
量
を
対
象
と
す
る
多
数
の
測
定
か
ら
な
る
一
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
織
り
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
事
態
で
あ
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
各
々
の
量
に
対
す
る
個
々
の
測
定
同
士
が
互
い
に
何
が
し
か
の
影
響
を
及
黒
し
あ
う
形
で
、
全
て
の
量
の
標
準
値
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
各
々
の
量
に
対
す
る
最
終
標
準
値
の
導
出
ま
で
視
野
に
入
れ
る
と
、
科
学
的
測
定
と
は
優
れ
て
全
体
論

的
な
営
み
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
全
体
論
的
な
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
維
持
し
、
拡
張
し
て
い
く
科
学

者
の
共
同
作
業
こ
そ
が
、
こ
こ
で
言
う
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
な
の
で
あ
る
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
事
例
は
、
精
密
計
測
学
に
お
け
る
基
礎
物
理
定
数
の
導
出
に
留
ま
ら
な
い
。
そ
れ
は
科
学
の
至
る
所
で
行
わ

れ
て
い
る
活
動
で
あ
る
。
む
し
ろ
科
学
と
は
、
大
小
様
々
な
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
集
積
に
他
な
ら
な
い
と
す
ら
私
は
考
え
て
い
る
。

理
論
や
個
々
の
実
験
を
中
心
に
据
え
る
よ
り
は
、
導
体
論
的
な
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目
す
る
方
が
、
科
学
全
般
、
わ
け
て
も
社
会
科
学

こ
と
ば
と
実
在

＝
＝
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な
ど
、
包
括
的
な
理
論
が
存
在
し
な
い
分
野
の
理
解
に
有
効
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
互
い
に
矛
盾
し
た
複
数
の
理
論
が
公
然
と
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
光
速
度
の
加
重
平
均
値
の
導
出
に
際
し
て
、
光
の
粒
子
説
の
立
場
に
立
つ
幾
何
光
学
と
、
波
動
説
の

一
種
の
電
磁
理
論
が
共
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
理
論
は
、
量
子
論
登
場
以
前
の
旧
い
理
論
な
の
で
、
粒
子
と
波
動
を
統
合
す

る
「
量
子
論
的
統
合
」
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
光
の
波
動
を
仮
想
光
線
と
見
な
す
こ
と
で
両
者
を
調
停
す
る
標
準
的
な
手
法
も
、
こ

と
光
速
度
に
関
し
て
は
矛
盾
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
（
出
口
、
二
〇
〇
八
、
一
八
一
）
。
両
者
を
統
合
し
て
一
つ
の
大
き
な
整
合
的
な
理
論
を

構
築
す
る
こ
と
は
、
光
速
度
に
関
す
る
限
り
不
可
能
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
幾
何
光
学
と
電
磁
理
論
は
、

互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
別
個
の
理
論
な
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
素
電
荷
の
最
小
二
乗
補
正
で
用
い
ら
れ
る
関
係
式
ω
、

②
を
導
い
た
理
論
、
即
ち
ボ
ー
ア
の
量
子
論
と
ド
・
プ
ロ
イ
の
物
質
波
理
論
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
両
者
は
（
量
子
条
件
な
ど
）
重
な
り
合

う
部
分
を
持
つ
　
方
、
（
水
素
原
子
内
の
電
子
の
軌
道
、
電
子
が
従
う
力
学
、
物
質
波
の
有
無
な
ど
）
互
い
に
矛
盾
す
る
主
張
も
含
意
し
て
い

る
。
両
者
も
ま
た
互
い
に
矛
盾
す
る
劉
個
の
理
論
な
の
で
あ
る
（
出
口
、
二
〇
〇
九
、
五
三
1
）
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
様
々
な
理
論
を
背
負
っ
た
営
み
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
理
論
は
全
体
と
し
て
整
合
的
な
一
つ
の
理
論
を

構
成
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
う
ち
の
幾
つ
か
が
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
背
後
に
あ
る
の
は
、
整
合

的
な
理
論
で
は
な
く
、
互
い
に
不
整
合
な
理
論
を
寄
せ
集
め
て
作
ら
れ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
即
ち
「
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
に
す
ぎ
な
い
の

で
あ
る
。

三
　
測
定
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
説
明

　
科
学
的
存
在
論
は
、
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
背
負
っ
た
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
い
か
に
合
理
化
・
有
意
味
化
で
き
る
の
か
。
雷
い
換

え
る
と
、
そ
れ
を
合
理
的
な
い
し
有
意
味
な
も
の
と
し
て
説
明
で
き
る
科
学
的
存
在
論
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
フ
ァ
ン
・
フ
ラ
ー

こ
と
ば
と
実
在

三
三



哲
学
研
究
　
第
五
百
八
十
九
号

＝
西

セ
ン
の
構
成
的
経
験
論
や
ク
ワ
イ
ソ
流
の
反
実
在
論
的
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
、
さ
ら
に
は
あ
る
種
の
社
会
構
成
主
義
と
い
っ
た
反
実
在
論

で
は
な
く
、
活
動
実
在
論
を
と
る
こ
と
で
初
め
て
、
そ
の
よ
う
な
説
明
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
私
の
考
え
で
あ
る
（
出
講
、
二
〇
〇
八
、

二
〇
〇
九
）
。
こ
こ
で
は
活
動
実
在
論
に
よ
る
説
明
を
簡
単
に
見
て
お
こ
う
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
合
理
化
・
有
意
味
化
す
る
際
の
焦
点
の
一
つ
は
、
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
前
提
し
て
行
わ
れ
る
「
異
種
統

合
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
操
作
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
光
速
度
の
測
定
で
用
い
ら
れ
て
い
た
幾
何
光
学
と
光
の
電
磁
理
論
は
、
互
い

に
矛
盾
す
る
別
の
理
論
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
幾
何
光
学
を
背
景
と
し
て
定
義
さ
れ
る
光
粒
子
の
線
形
速
度
と
、
電
磁
理
論
に
則
っ
た

電
磁
波
の
位
相
速
度
で
は
、
そ
れ
ら
の
理
論
的
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
一
九
二
〇
年
代
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
線
形
速
度
の

測
定
値
と
位
根
速
度
の
測
定
値
は
、
互
い
に
統
計
的
に
有
意
味
な
程
度
、
異
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
線
形
速
度
の
測
定
と
は
、
光
が
伝
播
す

る
距
離
と
、
そ
の
伝
播
に
要
し
た
時
聞
を
測
る
作
業
、
対
し
て
位
相
速
度
の
測
定
で
は
光
の
波
長
と
周
波
数
が
測
定
対
象
と
な
る
。
両
速
度

の
測
定
は
、
実
験
的
操
作
と
し
て
も
互
い
に
大
き
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
理
論
的
内
容
、
経
験
的
な
値
、
さ
ら
に
測
定
操
作
と

い
う
面
か
ら
建
て
も
、
線
形
速
度
と
位
相
速
度
は
互
い
に
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
別
々
の
理
論
に
開
い
た
二
つ
の
異
な
っ
た
穴
な
の
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
第
二
段
階
で
は
、
こ
れ
ら
異
種
的
な
速
度
の
測
定
値
か
ら
一
定
の
加
重
平
均
値
が

と
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る
異
種
統
合
の
一
例
で
あ
る
。
岡
じ
こ
と
は
素
電
荷
に
つ
い
て
も
雷
え
る
。
関
係
式

ω
に
登
場
す
る
素
電
荷
は
、
ボ
ー
ア
理
論
が
措
定
す
る
電
子
、
い
わ
ば
「
ボ
ー
ア
電
子
」
の
持
つ
電
荷
、
②
で
表
現
さ
れ
て
い
る
素
電
荷
は

ド
・
ブ
ロ
イ
理
論
が
想
定
す
る
電
子
、
「
ド
・
プ
ロ
イ
電
子
」
の
電
荷
で
あ
る
。
こ
れ
ら
異
種
的
な
電
荷
の
値
を
相
互
に
調
整
し
て
一
つ
の

補
正
値
を
算
出
す
る
操
作
も
、
一
種
の
異
種
統
合
で
あ
る
。

　
互
い
に
異
種
的
な
値
か
ら
平
均
や
最
小
二
乗
補
正
値
を
と
る
こ
と
は
一
見
、
不
合
理
ど
こ
ろ
か
ナ
ン
セ
ン
ス
に
す
ら
映
る
。
私
の
身
長
と

体
重
の
平
均
を
取
る
ケ
ー
ス
を
考
え
れ
ば
よ
い
。
こ
の
場
合
で
も
、
確
か
に
一
定
の
数
値
は
得
ら
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
値
に
は
何
ら
の
実
質

的
な
意
味
も
な
い
。
平
均
や
補
正
値
を
求
め
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
は
、
そ
れ
が
「
同
種
の
量
」
に
関
す
る
数
値
を
対
象
に
す
る
場
合
に



限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
私
は
、
何
ら
か
の
「
ム
ロ
理
性
」
や
「
有
意
味
性
」
の
基
準
や
定
義
に
訴
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
も
し
誰
か
が

何
ら
か
の
「
合
理
性
」
や
「
有
意
味
性
」
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
こ
の
よ
う
な
異
種
統
合
を
「
合
理
的
」
な
い
し
「
有
意
味
」
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
の
基
準
そ
の
も
の
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
私
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
い
。
字
義
通
り
に
受
け
取
ら
れ

た
異
種
的
な
統
合
は
、
身
長
と
体
重
の
平
均
を
求
め
る
操
作
と
同
様
に
、
明
ら
か
に
直
感
的
に
不
合
理
で
あ
り
無
意
味
で
あ
る
。
言
い
換
え

る
と
、
そ
れ
は
「
合
理
性
」
や
「
有
意
味
性
」
に
対
す
る
「
明
白
で
強
固
な
反
例
」
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
異
種
統
合
は
、
い
か
に
し
て
合
理
化
・
有
意
昧
化
で
き
る
の
か
。
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
各
々
の
端
切
れ
（
パ
ッ
チ
）
で
あ

る
、
複
数
の
理
論
に
開
い
た
穴
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る
「
共
通
の
対
象
」
を
措
定
し
、
そ
の
実
在
を
信
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
例
え

ば
、
一
つ
の
端
切
れ
で
あ
る
幾
何
光
学
に
は
線
形
速
度
が
穴
と
し
て
開
い
て
い
る
。
一
方
、
別
の
端
切
れ
で
あ
る
光
の
電
磁
理
論
は
位
相
速

度
と
い
う
穴
を
持
つ
。
こ
れ
ら
は
穴
と
し
て
は
別
個
だ
が
、
同
じ
対
象
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
共
通
の
対
象
こ
そ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
標

準
値
が
導
出
さ
れ
る
べ
き
本
来
の
「
光
速
度
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
光
速
度
」
の
実
在
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
線

形
速
度
値
と
位
相
速
度
値
の
間
の
加
重
平
均
を
取
る
こ
と
は
有
意
味
か
つ
合
理
的
と
な
る
。
今
や
、
そ
れ
ら
は
同
じ
対
象
に
つ
い
て
の
値
、

「
同
種
の
物
理
量
」
の
異
な
っ
た
測
定
値
と
見
な
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
同
じ
こ
と
は
ボ
ー
ア
電
子
の
電
荷
と
ド
・
プ
ロ
イ
電
子
の
電
荷
に
対

す
る
最
小
二
乗
補
正
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
）

　
で
は
、
こ
の
異
種
統
合
の
「
同
種
化
」
の
た
め
に
要
請
さ
れ
た
、
共
通
の
対
象
と
し
て
の
「
光
速
度
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
何
に
よ
っ
て

措
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
背
後
に
単
一
の
整
合
的
な
理
論
が
存
在
し
な
い
以
上
、
複
数
の
異
な
っ
た
穴
（
な
い

し
そ
の
対
象
）
の
同
一
性
を
保
証
す
る
理
論
も
ま
た
あ
り
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
共
通
の
対
象
を
措
定
す
る
理
論
が
存
在
し
な
い
こ
と
を

意
味
す
る
。
言
い
換
え
る
と
、
「
光
速
度
」
は
も
は
や
「
理
論
存
在
者
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
措
定
し
て
い
る
の
は
、
測
定
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
活
動
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
「
共
通
の
対
象
」
は
、
（
「
理
論
存
在
者
」
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
）
「
活

動
存
在
者
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
存
在
者
の
実
在
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
有
意
味
化
・
合
理
化
を
図

こ
と
ば
と
実
在

三
五
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る
立
場
が
「
活
動
実
在
論
」
と
呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
活
動
実
在
論
は
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
措
定
す
る
活
動
存
在
者
の
実
在
を
、
無
条
件
で
受
け
入
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

活
動
存
在
者
の
実
在
に
は
幾
つ
か
の
条
件
が
課
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
出
口
、
二
〇
〇
九
、
五
七
）
。
中
で
も
重
要
な
条
件
は
、
「
測
定
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
が
全
体
と
し
て
「
成
功
」
し
て
い
る
こ
と
」
で
あ
る
。
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
と
は
何
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
活
動
存
在

者
の
実
在
の
条
件
と
な
る
の
か
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
最
終
的
な
標
準
値
で
あ
る
、
最
小
二
乗
補
正
値
の
「
精
度
」
が
全
体
的
に
高
い
こ
と
が
、
こ
こ

で
言
わ
れ
る
「
成
功
」
の
内
実
で
あ
る
。
補
正
値
の
精
度
は
、
等
号
整
合
性
図
で
示
さ
れ
た
誤
差
楕
円
体
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
。

誤
差
楕
円
体
は
、
（
様
々
な
対
象
に
対
し
て
同
「
の
条
件
下
で
測
定
を
無
限
回
繰
り
返
し
た
四
点
）
真
の
値
が
そ
の
中
に
高
頻
度
（
六
八
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
）
で
入
る
領
域
、
即
ち
「
高
次
元
の
標
準
偏
差
領
域
」
（
四
八
年
補
正
で
用
い
ら
れ
た
図
で
は
魯
§
忌
の
測
定
値
に
対
応
す
る
三

次
元
の
回
転
楕
円
体
）
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
領
域
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
得
ら
れ
た
補
正
値
の
精
度
は
高
く
な
る
。
つ
ま
り
測

定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
の
度
合
い
は
誤
差
楕
凹
（
体
）
の
闘
積
（
な
い
し
体
積
）
の
大
小
に
対
応
す
る
。
よ
り
小
さ
な
誤
差
楕
円
体

を
持
て
た
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
、
よ
り
精
度
の
高
い
、
従
っ
て
よ
り
成
功
し
た
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
ど
う
ず
れ
ば
誤
差
楕
円
体
は
小
さ
く
な
る
の
か
。
大
雑
把
に
言
っ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
各
段
階
に
お
い
て
、
同
種
の
対
象
に

対
す
る
複
数
の
測
定
値
の
問
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
く
な
れ
ば
な
る
橡
ど
楕
円
体
は
縮
小
す
る
。
単
一
の
測
定
で
得
ら
れ
る
生
デ
ー
タ
の
バ
ラ

ツ
キ
、
同
種
の
対
象
に
対
す
る
異
な
っ
た
測
定
値
同
士
の
バ
ラ
ツ
キ
、
（
宝
玉
整
合
図
上
の
直
線
の
交
点
の
バ
ラ
ツ
キ
と
し
て
表
現
さ
れ
る
）

加
重
平
均
値
同
士
の
バ
ラ
ツ
キ
。
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
ほ
ど
、
結
果
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
よ
り
大
き
な
成

功
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
出
口
、
二
〇
一
〇
）
。
デ
ー
タ
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
け
れ
ば
（
大
き
け
れ
ば
）
、
デ
ー
タ
の
取
捨
選
択
に
よ
っ

て
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
統
合
値
が
蒙
る
変
動
も
小
さ
く
（
大
き
く
）
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
バ
ラ
ツ
キ
の
小
さ
な
デ
ー
タ
か
ら
得
ら
れ
た

統
ム
ロ
値
は
、
デ
ー
タ
の
取
捨
選
択
に
対
し
て
ロ
バ
ス
ト
（
頑
健
）
な
統
合
値
だ
と
言
え
る
。
結
周
、
ロ
パ
ス
ト
な
統
合
値
を
得
る
こ
と
が
、



ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
の
鍵
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
何
故
、
デ
ー
タ
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
く
、
統
合
値
が
ロ
バ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
、
活
動
存
在
者
の
実
在
の
条
件
に
な
る
の
か
。
各
々

の
測
定
活
動
や
測
定
方
法
と
は
独
立
に
、
そ
れ
ら
の
共
通
の
対
象
が
一
定
の
値
（
真
な
る
値
）
を
持
っ
た
量
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
し
よ

う
。
も
し
、
個
々
の
測
定
値
が
そ
の
真
な
る
値
を
、
何
ら
か
の
仕
方
で
、
ま
た
何
ら
か
の
程
度
反
映
し
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
測
定
値
は

互
い
に
似
た
も
の
と
な
る
。
四
品
い
換
え
る
と
、
測
定
値
問
の
バ
ラ
ツ
キ
は
小
さ
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
測
定
対
象
の
実
在
は
、
測
定
値
の
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ラ
ッ
キ
を
小
さ
く
す
る
一
つ
の
要
因
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
バ
ラ
ツ
キ
を
小
さ
く
す
る
要
因
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
偶
然
的
要
因
や
、

（「

ｪ
定
を
繰
り
返
し
、
権
威
あ
る
過
去
の
測
定
値
と
近
い
値
が
得
ら
れ
た
時
点
で
、
測
定
を
止
め
る
」
と
い
う
「
知
的
な
位
相
固
定
」
と
呼
ば

れ
る
操
作
な
ど
の
）
人
為
的
な
要
因
が
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
た
と
え
対
象
が
実
在
し
て
い
た
と
し
て
も
、
複
数
の
測
定
法
の
不
具
合
が
重

な
っ
て
、
測
定
値
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
ぎ
く
な
る
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。
対
象
の
存
在
は
、
測
定
値
の
バ
ラ
ツ
キ
の
必
要
条
件
で
も
十
分
条
件

で
も
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
偶
然
的
要
因
・
人
為
的
要
因
・
測
定
法
の
不
具
合
は
、
完
全
で
は
な
い
に
し
て
も
、
あ
る
程

度
は
特
定
で
き
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
除
去
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
除
去
作
業
を
行
っ
た
上
で
、
バ
ラ
ツ
キ
の
小
さ
さ
を
根
拠
に
し

て
、
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
（
な
い
し
「
最
善
の
説
明
へ
の
推
論
」
）
に
よ
っ
て
、
対
象
の
実
在
を
推
論
す
る
。
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
」

と
い
う
活
動
存
在
者
の
実
在
の
基
準
を
支
え
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
推
論
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ソ
は
（
従
っ

て
こ
こ
で
の
実
在
の
基
準
に
即
し
て
下
さ
れ
る
判
断
も
）
、
可
金
的
で
暫
定
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は
対
象
の
実
在

を
論
証
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
前
提
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
た
実
在
の
基
準
を
採
用
す
る

活
動
実
在
論
も
、
対
象
の
実
在
を
論
証
す
る
資
格
、
あ
る
い
は
対
象
の
実
在
を
否
定
す
る
反
実
在
論
を
論
駁
す
る
力
は
持
た
な
い
。
あ
る
種

の
対
象
の
実
在
性
に
対
す
る
信
念
が
、
ト
リ
ビ
ア
ル
で
な
い
科
学
的
活
動
の
合
理
化
・
有
意
味
化
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
科
学
的
活
動
の
合
理
性
・
有
意
昧
性
は
、
そ
れ
が
措
定
す
る
（
少
な
く
と
も
あ
る
種
の
）
存
在
者
の
実
在
へ
の
信
念

と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
。
活
動
実
在
論
が
主
張
す
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
と
ぽ
と
実
在

三
七
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四
　
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ
－
措
定
語
の
相
転
移
を
描
く
枠
組
み

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
実
在
論
の
説
明
図
式
の
下
で
、
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
な
（
「
光
速
度
」
や
「
電
子
」
と
い
っ
た
）
「
措
定
語
」
の
意
味

や
定
義
に
関
し
て
、
相
転
移
と
で
も
呼
び
う
る
よ
う
な
、
非
連
続
的
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
本
論
で
は
こ
の
相
転
移

の
あ
り
よ
う
を
、
（
一
）
措
定
語
の
「
指
示
対
象
」
に
関
す
る
門
共
指
示
」
の
成
立
、
（
二
）
措
定
語
の
「
指
示
特
定
者
」
の
門
理
論
」
か
ら

「
活
動
」
へ
の
交
代
、
（
三
）
措
定
語
の
「
必
要
十
分
条
件
」
と
し
て
の
「
定
義
」
の
消
失
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
ま
ず
、
相
転
移
を
記
述
す
る
審
語
哲
学
的
な
枠
組
み
を
決
め
て
お
こ
う
。

　
こ
こ
で
採
用
さ
れ
る
の
は
、
フ
レ
ー
グ
流
の
「
意
味
」
と
「
指
承
」
の
区
劉
を
排
し
、
「
般
名
の
「
意
味
」
を
端
的
に
「
指
示
対
象
」
と

同
一
視
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ル
的
な
指
示
理
論
」
で
あ
る
。
ミ
ル
的
な
指
示
理
論
は
、
過
去
、
幾
人
も
の
科
学
的
実
在
論
者
に
よ
っ
て
採

用
さ
れ
て
き
た
。
本
論
も
「
活
動
語
偏
の
あ
り
方
を
記
述
す
る
枠
組
み
と
し
て
、
こ
れ
を
採
用
す
る
。

　
ミ
ル
的
指
示
理
論
で
は
、
措
定
語
の
「
意
味
」
は
、
そ
の
「
指
示
対
象
偏
に
集
約
さ
れ
る
一
方
、
フ
レ
ー
ゲ
が
「
意
味
（
彼
の
用
語
で
は

意
義
（
ω
営
づ
）
）
」
に
与
え
て
い
た
機
能
の
う
ち
、
「
話
者
に
よ
る
指
承
対
象
の
特
定
の
仕
方
」
と
い
う
側
薗
が
、
「
指
示
の
特
定
者
」
ー
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

プ
ラ
ン
の
用
語
で
奪
え
ぽ
「
意
昧
性
格
」
一
に
引
き
継
が
れ
る
（
図
磐
す
P
お
。
。
O
）
。
ち
な
み
に
（
フ
レ
ー
ゲ
本
人
の
考
え
と
は
区
別
さ
れ

る
べ
き
）
「
フ
レ
ー
ゲ
流
」
の
意
味
と
は
「
対
象
の
性
質
の
記
述
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
指
示
特
定
者
は
、
あ
く
ま
で
話
者
が
指
示
対
象

を
同
定
す
る
た
め
に
用
い
る
指
標
、
言
い
換
え
る
と
複
数
の
話
者
が
同
一
の
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
を
担
保
す
る
指
標
に
す
ぎ
な
い
。
例
え

ば
、
一
…
人
の
人
が
、
始
め
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
を
「
プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
師
匠
」
と
い
う
指
標
を
用
い
て
指
承
し

て
い
た
と
す
る
。
そ
の
後
二
人
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
実
は
「
プ
ラ
ト
ン
の
私
生
児
で
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
王
の
実
の
父
」
だ
と
い
う
奇

妙
な
考
え
に
と
り
つ
か
れ
、
そ
れ
を
指
標
と
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
つ
い
て
語
り
出
し
た
と
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
指
標
が
も
し
「
対
象
の

性
質
の
記
述
」
と
い
う
フ
レ
ー
ゲ
流
の
意
味
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
変
化
の
前
後
で
、
彼
ら
が
使
う
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
」
と
い
う
語
の
指
示



対
象
は
（
プ
ラ
ト
ン
の
弟
子
の
一
人
か
ら
そ
の
私
生
児
の
　
人
へ
と
）
変
わ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
の
指
標
は
あ
く
ま
で
「
話
者

が
指
示
対
象
を
特
定
す
る
仕
方
」
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
考
え
の
変
化
の
前
後
で
、
相
変
わ
ら
ず
同
一
人
物
で
あ
る
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
に
雷
及
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
変
わ
っ
た
の
は
、
そ
の
人
物
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
仕
方
に
す
ぎ
な
い
た
め
で
あ
る
。

五
相
転
移
以
前
－
理
論
語

　
措
定
物
は
ま
ず
理
論
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
、
理
論
存
在
者
と
し
て
そ
の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
始
め
る
。
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
措
定
語
も
ま
た

「
理
論
語
」
と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
理
論
語
の
特
徴
を
兇
定
め
て
お
こ
う
。

　
理
論
語
の
指
示
特
定
者
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
語
句
を
導
入
し
た
理
論
が
そ
の
語
句
に
与
え
た
「
必
要
十
分
条

件
」
と
し
て
の
「
定
義
」
だ
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
「
ボ
ー
ア
電
子
」
に
対
し
て
は
（
大
雑
把
に
言
っ
て
）
「
あ
る
種
の
量
子
条
件
を
満
た
し

つ
つ
、
水
素
原
子
核
の
周
り
を
、
古
典
力
学
に
従
っ
て
円
軌
道
を
描
い
て
回
る
、
負
の
電
荷
を
持
つ
水
素
原
子
よ
り
小
さ
な
粒
子
」
と
い
う

規
定
が
ボ
ー
ア
理
論
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
ド
・
プ
ロ
イ
電
子
」
に
は
（
こ
れ
も
大
雑
把
に
言
っ
て
）
「
あ
る
種
の
量
子
条

件
を
満
た
し
つ
つ
、
物
質
波
を
伴
っ
て
、
水
素
原
子
核
の
周
り
を
、
相
対
論
に
従
っ
て
波
形
軌
道
を
描
い
て
園
る
、
負
の
電
荷
を
持
つ
水
素

原
子
よ
り
小
さ
な
粒
子
」
と
い
う
規
定
を
ド
・
プ
ロ
イ
理
論
が
与
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
「
あ
る
事
物
が
ボ
ー
ア
電
子
（
な
い
し

は
ド
・
プ
ロ
イ
電
子
）
で
あ
る
の
は
、
…
…
の
場
合
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
場
合
に
限
る
」
と
い
う
双
条
件
文
の
「
…
…
」
部
を
埋
め
る
規
定
、

即
ち
理
論
が
与
え
る
「
ボ
ー
ア
電
子
」
（
な
い
し
「
ド
・
ブ
ロ
イ
電
子
」
）
の
「
必
要
十
分
条
件
」
と
し
て
の
「
定
義
」
で
あ
る
。
我
々
は
、

こ
の
よ
う
な
定
義
を
指
標
と
し
て
、
「
ボ
ー
ア
電
子
」
の
対
象
を
指
示
し
て
い
る
。
「
ボ
ー
ア
電
子
」
の
よ
う
な
理
論
語
の
指
示
特
定
者
は
、

そ
の
語
に
対
し
て
理
論
が
与
え
る
「
定
義
」
な
の
で
あ
る
。

　
理
論
語
の
指
示
特
定
者
で
あ
る
定
義
は
、
し
ぼ
し
ぼ
文
脈
的
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ボ
ー
ア
電
子
」
の
定
義
項
に
は
「
量
子
条
件
」
や
「
原

子
核
」
と
い
っ
た
理
論
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
理
論
語
に
対
す
る
定
義
の
定
義
項
に
も
更
な
る
理
論
語
が
登
場
す
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
と
ば
と
実
在

三
九
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の
よ
う
な
定
義
的
遡
及
の
果
て
に
現
れ
る
全
て
の
理
論
語
が
、
非
理
論
語
の
み
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
全
て

の
理
論
語
に
対
し
て
非
理
論
語
の
み
か
ら
な
る
定
義
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
そ
れ
ら
の
理
論
語
は
理
論
全
体
に
よ
っ
て
文
脈
的

に
定
義
さ
れ
て
い
る
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
場
合
、
理
論
語
の
指
示
特
定
者
は
、
そ
れ
を
措
定
し
た
理
論
そ
の
も
の
と
な
る
。

　
指
示
特
定
者
が
理
論
だ
っ
た
と
し
て
も
、
あ
る
個
人
（
例
え
ば
理
論
の
建
設
者
本
人
）
が
、
そ
れ
を
全
体
と
し
て
理
解
し
、
知
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

（
原
理
的
に
も
実
際
に
も
）
可
能
で
あ
る
。
指
示
特
定
者
は
、
特
定
の
個
入
が
意
識
し
知
り
う
る
範
囲
内
に
あ
る
。
そ
の
意
思
で
、
そ
れ
は

「
内
在
的
」
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
理
論
語
の
定
義
、
な
い
し
は
全
理
論
の
内
容
を
熟
知
し
て
い
な
い
人
で
も
、
例
え
ば
ボ
ー
ア
理
論
な

い
し
そ
れ
が
与
え
る
定
義
を
「
ボ
ー
ア
電
子
偏
の
櫓
承
特
定
者
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
に
筆
意
し
て
い
る
限
り
、
理
論
存
在
者
と
し
て
の

ボ
ー
ア
電
子
を
指
示
し
て
い
る
と
言
い
得
る
。
言
い
換
え
る
と
、
指
示
特
定
者
は
、
必
ず
し
も
話
者
に
よ
っ
て
現
に
知
ら
れ
て
い
る
必
要
は

な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
本
論
は
、
「
社
会
的
・
影
響
的
な
規
則
」
と
し
て
の
捲
承
特
定
者
に
関
し
て
岡
様
の
主
張
を
行
っ
た
ウ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
タ
イ
ン
の
考
え
と
軌
を
　
に
す
る
（
妻
Φ
器
砕
①
ぎ
し
O
鎗
）
。

　
「
ボ
ー
ア
電
子
」
に
与
え
ら
れ
た
「
定
義
」
と
「
ド
・
ブ
ロ
イ
電
子
」
の
そ
れ
と
は
互
い
に
異
な
っ
て
い
た
。
二
つ
の
理
論
語
の
指
示
特

定
者
は
岡
じ
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
、
両
者
の
播
示
対
象
が
別
物
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
意
味
し
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
指

示
対
象
が
同
一
で
あ
る
薄
湿
性
も
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
一
方
、
そ
れ
ら
が
同
一
物
で
あ
る
こ
と
の
保
証
が
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
ま
た
も
し
両
者
の
指
示
対
象
が
隅
一
な
ら
ぽ
、
ボ
ー
ア
理
論
と
ド
・
プ
ロ
イ
理
論
の
少
な
く
と
も
一
方
が
（
少
な
く
と
も
部
分
的
に

は
）
偽
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
結
局
、
理
論
語
の
旛
示
特
定
者
は
理
論
群
体
な
い
し
そ
れ
が
与
え
る
定
義
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
指
示
特
定
者
は
、
特
定
の
個
人

に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
知
ら
れ
る
こ
と
が
現
に
可
能
だ
と
い
う
意
味
で
内
在
的
。
さ
ら
に
異
な
っ
た
理
論
を
背
負
い
、
異
な
っ
た
理
論
的
定
義

を
与
え
ら
れ
た
（
即
ち
異
な
っ
た
指
示
特
定
者
を
持
つ
）
複
数
の
理
論
語
の
旛
示
対
象
の
同
一
性
は
、
保
証
さ
れ
な
い
ま
ま
な
の
で
あ
る
。



山ハ

@
相
転
移
以
後
一
活
動
語

　
以
上
が
相
転
移
以
前
の
措
定
語
で
あ
る
理
論
語
の
姿
で
あ
る
。
で
は
相
転
移
を
経
て
、
そ
れ
が
活
動
語
へ
と
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
で
、
事

態
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

　
か
つ
て
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
は
、
二
つ
の
異
な
っ
た
（
彼
の
言
葉
で
）
「
共
約
不
可
能
（
言
o
o
ヨ
ヨ
魯
ω
霞
p
。
三
②
）
」
な
理
論
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
っ
た
世
界
を
研
究
対
象
と
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
一
緒
に
な
っ
て
何
か
を
指
示
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
と
断
じ
た
（
両
①
《
①
雫

鋤
ぴ
夏
負
お
刈
。
。
為
O
）
。
先
に
見
た
、
理
論
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
互
い
に
矛
盾
す
る
端
切
れ
理
論
は
、
こ
こ
で
雷
わ
れ
る
「
共
約
不
可
能

な
理
論
」
に
相
当
す
る
。
活
動
実
在
論
が
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
フ
ァ
イ
ヤ
ア
ー
ベ
ン
ト
の
こ
の
主
張
に
対
す
る
「
反
例
」
が
、
測
定
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
、
特
に
そ
こ
で
の
異
種
統
合
に
お
い
て
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
事
態
な
の
で
あ
る
。
ラ
カ
ト
シ
ュ
的
基
準
を
受
け
入
れ
、
異

種
統
合
の
合
理
化
・
有
意
味
化
を
試
み
る
限
り
、
「
そ
こ
で
は
、
互
い
に
矛
盾
し
て
い
る
複
数
の
理
論
が
　
　
よ
り
具
体
的
に
言
え
ば
、
互

い
に
矛
盾
し
た
理
論
を
背
負
っ
た
複
数
の
理
論
語
が
1
共
通
の
同
一
の
対
象
を
指
承
し
て
い
る
」
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　
異
な
っ
た
理
論
的
背
景
を
持
ち
、
異
な
っ
た
経
緯
を
経
て
導
入
さ
れ
た
一
　
つ
の
理
論
語
。
即
ち
、
指
示
特
定
者
と
し
て
の
理
論
的
定
義
を

異
に
し
、
そ
れ
ら
の
指
示
対
象
の
同
　
性
が
保
証
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
二
つ
の
語
が
、
同
一
の
対
象
を
指
示
す
る
こ
と
を
保
証
さ
れ
、
同
一

の
対
象
を
指
示
す
る
語
と
し
て
用
い
ら
れ
出
す
事
態
。
端
的
に
言
っ
て
、
来
歴
の
異
な
っ
た
語
が
同
一
の
対
象
を
指
し
示
す
よ
う
に
な
る
事

態
を
、
こ
こ
で
は
「
共
指
示
（
O
O
1
増
の
h
①
噌
Φ
コ
O
⑦
）
の
成
立
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
共
指
示
の
成
立
と
は
、
何
も
限
ら
れ
た
科
学
の
現
場
の

み
で
生
じ
て
い
る
特
殊
な
事
態
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
多
少
な
り
と
も
異
な
っ
た
言
語
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
話
者
が
出
会
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
試
み
る
際
に
、
し
ぼ
し
ば
起
こ
っ
て
い
る
事
柄
で
あ
る
と
言
え
る
。
例
え
ば
、
日
本
語
と
英
語
の
話
者
が
史
上
初
め
て
、
南
海
の
孤

島
で
出
会
っ
た
と
し
よ
う
。
当
然
、
彼
ら
の
間
に
は
辞
書
も
な
け
れ
ぽ
通
訳
も
い
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
例
え
ば
「
明
け
の
明

こ
と
ば
と
実
在

四
一
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星
」
と
、
勺
び
。
ω
喜
。
霊
ω
．
が
三
一
の
掲
示
対
象
を
持
つ
と
い
う
事
実
、
言
い
換
え
る
と
「
明
け
の
明
星
は
フ
ォ
ス
フ
ォ
ラ
ス
で
あ
る
扁
と
い

う
文
と
．
、
℃
び
。
ω
9
0
毎
ω
δ
》
ズ
Φ
6
9
ヨ
旨
噺
α
㌦
．
と
い
う
文
が
真
で
あ
る
こ
と
を
二
人
が
確
認
し
、
以
後
そ
れ
ら
の
語
を
「
同
じ
星
の
異
な

っ
た
名
前
」
と
し
て
用
い
出
す
。
こ
の
よ
う
な
場
で
も
共
指
示
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る
共
指
示
の
成
立
の
鍵
と
な
る
、
指
示
対
象
の
同
一
性
の
保
証
は
、
い
か
に
し
て
な
さ
れ
た
の

か
。
何
が
そ
れ
を
保
証
し
た
の
か
。
同
一
性
を
保
証
し
た
の
は
、
理
論
的
定
義
に
代
わ
っ
て
新
に
導
入
さ
れ
た
指
示
特
定
者
で
あ
る
。
互
い

に
矛
盾
す
る
理
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
措
定
す
る
対
象
同
士
の
同
一
性
を
保
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ら
の
問
の
岡
一
性
を
保
証
す
る

一
つ
の
手
立
て
は
、
理
論
問
の
矛
盾
を
何
ら
か
の
仕
方
で
解
消
す
る
形
で
、
一
つ
の
統
合
理
論
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
で

は
そ
の
よ
う
な
手
段
は
と
れ
な
い
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
背
後
に
は
、
整
合
的
な
統
合
理
論
な
ど
存
在
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

異
な
っ
た
理
論
が
措
定
し
た
対
象
の
同
一
性
の
保
証
者
、
即
ち
異
な
っ
た
理
論
語
の
指
示
対
象
の
岡
一
性
を
保
証
す
る
指
示
特
定
者
は
、
測

定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
の
全
体
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
全
体
」
と
は
、
文
字
通
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
て
い
る

全
て
の
測
定
活
動
（
測
定
現
場
に
お
け
る
科
学
者
の
振
る
舞
い
、
裁
定
環
境
、
淵
巻
装
置
の
作
動
状
況
、
背
景
理
論
、
個
々
の
湖
定
結
果
、
加

重
平
均
や
最
小
二
乗
補
正
と
雪
嗣
つ
た
デ
ー
タ
処
理
の
仕
方
、
等
々
）
の
総
体
で
あ
る
。
各
々
の
標
準
値
が
導
出
さ
れ
た
時
点
で
の
、
精
密
計
測

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

学
の
歴
史
そ
の
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
。

　
光
速
度
に
即
し
て
考
え
よ
う
。
活
動
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
の
指
示
特
定
者
に
は
、
線
形
速
度
を
測
定
し
た
様
々
な
実
験
、
位
根
速
度

を
測
っ
た
種
々
の
試
み
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
「
光
速
度
扁
と
は
（
大
雑
把
に
言
っ
て
）
「
線
形
速
度
の
測
定
法
に
よ
っ
て
様
々
な
仕
方
で
測

定
さ
れ
る
一
方
で
、
位
相
速
度
と
し
て
も
測
ら
れ
、
最
終
的
に
は
そ
れ
ら
の
両
者
の
結
果
が
異
種
的
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
で
一
定
の
標
準
値

が
導
出
さ
れ
た
対
象
」
な
の
で
あ
る
。
審
い
換
え
る
と
、
活
動
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
の
指
示
特
定
者
は
、
線
形
速
度
の
測
定
や
位
相
速

度
の
測
定
を
含
ん
だ
、
光
速
度
の
標
準
値
の
導
出
に
結
実
し
た
全
て
の
活
動
の
総
体
に
他
な
ら
な
い
。
理
論
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
（
即

ち
「
線
形
速
度
」
と
「
位
梢
速
度
」
）
の
指
示
特
定
者
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
理
論
的
定
義
だ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
速
度
の
測
定



法
は
線
形
速
度
と
位
相
速
度
が
持
つ
単
な
る
一
性
質
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
を
表
わ
す
「
理
論
語
」
の
定
義
で
も
指
示
特
定
者
で
も
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
測
定
法
を
「
措
定
語
」
の
指
示
特
定
者
に
い
わ
ば
昇
格
さ
せ
る
こ
と
で
　
　
よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
種
類
が
異
な

る
測
定
法
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
指
示
特
定
者
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
新
た
な
語
で
あ
る
活
動
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
が
導
入
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
光
速
度
」
の
指
示
対
象
で
あ
る
＝
定
の
仕
方
で
測
定
さ
れ
標
準
値
が
導
出
さ
れ
る
対

象
」
が
、
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
の
共
通
の
対
象
と
し
て
措
定
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
繰
り
返
す
が
、
指
示
特
定
者
と
し
て
の
活
動
の
背
後
に
あ
る
理
論
は
互
い
に
矛
盾
し
て
お
り
、
統
一
的
な
大
理
論
を
形
成
し
て
い
な
い
。

だ
ボ
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
活
動
自
体
は
、
最
終
的
に
一
定
の
統
合
値
を
導
出
す
る
限
り
に
お
い
て
、
統
一
性
を
有
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
「
実
践
的
な
統
一
体
」
と
し
て
の
活
動
が
、
活
動
語
の
指
示
対
象
を
特
定
し
、
理
論
語
の
指
示
対
象
同
士
の
同
一
性
を

保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
の
指
示
対
象
は
、
実
践
的
に
統
合
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
、
科
学
的
活
動
と
し
て
の
指
示
特
定
者
が
、
活
動
語
の
定
義
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
物
理
定
数
の
標
準
値
を
導
出

す
る
作
業
は
、
通
常
何
ら
か
の
機
関
（
現
在
で
は
O
O
U
》
日
諺
（
科
学
技
術
デ
ー
タ
委
員
会
）
と
い
う
国
際
機
関
）
の
委
嘱
を
受
け
た
科
学
者

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
は
、
関
連
す
る
全
て
の
論
文
を
サ
ー
ベ
イ
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
測
定
が

行
わ
れ
た
研
究
室
を
直
接
訪
問
し
、
測
定
結
果
の
信
頼
性
に
関
す
る
判
断
を
下
す
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
（
b
u
マ
α
q
や
｝
逡
ど
O
押
O
o
冨
降
p
＆

U
質
竃
8
9
お
①
伊
毅
O
）
。
こ
の
こ
と
は
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
活
動
が
、
書
か
れ
記
録
さ
れ
た
側
面
に
留
ま
ら
ず
、
文
字
通
り

「
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
」
を
実
質
的
に
含
む
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
言
語
的
な
記
述
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
世
界
中
の

実
験
室
で
実
施
さ
れ
た
多
種
多
様
な
測
定
作
業
を
、
そ
の
細
部
に
わ
た
っ
て
全
て
把
握
し
理
解
す
る
こ
と
は
、
神
な
ら
ぬ
人
間
の
身
に
は
不

可
能
で
あ
る
。
指
示
特
定
者
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
は
、
科
学
者
個
人
さ
ら
に
は
科
学
者
集
団
の
意
識
や
知
識
の
範
囲
外
に
あ
る
。

そ
の
意
昧
で
、
そ
れ
は
個
入
的
意
識
な
い
し
（
こ
う
い
う
言
い
方
が
許
さ
れ
る
と
し
て
）
集
団
的
意
識
に
対
し
て
「
外
在
的
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
活
動
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
の
必
要
十
分
条
件
を
、
文
脈
的
な
仕
方
で
も
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
意
昧

こ
と
ば
と
実
在

四
三
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す
る
。
活
動
語
は
定
義
不
能
。
理
論
語
の
指
示
特
定
者
と
異
な
り
、
活
動
語
の
そ
れ
は
定
義
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
で
は
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
指
示
特
定
者
に
よ
っ
て
、
い
か
に
し
て
共
指
示
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
の
か
。
再
び
、
史
上
初
の
日

英
対
話
の
場
面
に
戻
ろ
う
。
あ
の
二
五
は
い
か
に
し
て
「
明
け
の
明
星
扁
と
．
媚
び
。
ω
喜
◎
讐
ω
．
が
同
じ
星
の
劉
の
名
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得

た
の
か
。
答
え
は
簡
単
で
あ
る
。
日
の
出
前
の
同
時
刻
、
墨
入
が
肩
を
並
べ
て
東
の
空
を
見
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
明
け
の
明
星
」
と
雨
げ
。
ω
・

冨
。
凄
ω
、
を
自
分
の
指
で
指
し
示
せ
ば
い
い
の
で
あ
る
。
で
、
こ
こ
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
。
各
々
の
語
の
「
話
者
に
よ
る
対
象
同
定

の
仕
方
偏
、
こ
の
場
合
は
門
直
示
」
の
仕
方
が
、
互
い
に
似
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
こ
の
確
認
を
も
と
に
指
示
対
象
の
同
一
性
が
認
識

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
「
直
示
の
仕
方
」
と
い
う
指
示
特
定
者
の
聞
の
類
似
性
判
断
が
、
異
な
っ
た
言
語
モ
ジ
ュ
…
ル
に
属

し
て
い
た
二
つ
の
固
有
名
の
指
示
対
象
が
実
は
同
一
だ
っ
た
と
い
う
発
見
を
、
つ
ま
り
は
「
共
直
示
」
な
い
し
「
共
指
示
」
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
。

　
同
様
の
事
態
は
措
定
語
の
場
合
で
も
見
て
取
れ
る
。
例
え
ば
、
線
形
速
度
と
位
相
速
度
に
対
す
る
測
定
活
動
が
、
互
い
に
似
て
い
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
を
理
由
に
、
そ
れ
ら
の
類
似
し
た
測
定
活
動
を
共
に
組
み
込
ん
だ
指
示
特
定
者
が
新
設
さ
れ
、
「
線
形
速
度
」
と
「
位

槽
速
度
」
と
い
う
二
つ
の
理
論
語
の
指
示
対
象
が
　
体
化
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
、
両
速
度
の
測
定
活
動
は
、
理
論
語

と
し
て
の
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
の
定
義
で
も
指
示
特
定
者
で
も
な
い
。
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
理
論
存
在
者
で
あ
る
線
形
速
度
と
位

櫓
速
度
の
一
属
性
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
活
動
語
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
初
め
て
指
示
特
定
者
の
資
格
を
得
た
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
両
速
度
の
測
定
活
動
そ
の
も
の
は
互
い
に
大
き
く
異
な
る
。
（
線
形
速
度
は
「
躍
離
」
と
「
時
間
」
、
位
格
速
度
は

「
波
長
漏
と
「
振
動
数
篇
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
対
象
を
測
っ
て
得
ら
れ
る
の
だ
っ
た
。
）
似
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
は
雨
者
の

測
定
値
で
あ
る
。
線
形
速
度
と
位
相
速
度
の
測
定
値
が
互
い
に
似
て
い
れ
ば
、
軽
い
換
え
る
と
両
老
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
け
れ
ば
、
そ
れ
を

根
拠
に
共
指
示
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

　
逆
に
轡
え
ぽ
、
線
形
速
度
と
位
網
速
度
の
測
定
値
が
互
い
に
似
て
い
な
い
場
合
、
即
ち
、
測
定
値
聞
の
バ
ラ
ツ
キ
が
大
き
い
場
合
、
二
種



類
の
測
定
値
は
「
同
一
の
対
象
に
つ
い
て
の
も
の
」
と
見
な
さ
れ
ず
、
従
っ
て
共
指
示
が
起
こ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ

の
相
転
移
も
不
発
に
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。
測
定
値
間
の
バ
ラ
ツ
キ
が
小
さ
い
こ
と
、
即
ち
ロ
バ
ス
ト
な
統
合
値
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
、
測

定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
を
意
味
し
て
い
た
。
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
成
功
の
是
非
が
、
共
指
示
の
成
立
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
の

　
（
1
3
）

で
あ
る
。

七
　
お
わ
り
に

　
ま
と
め
よ
う
。
理
論
語
の
指
示
特
定
者
は
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
理
論
的
定
義
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
複
数
の
理
論
語

の
指
示
対
象
問
の
同
一
性
は
、
そ
れ
ら
に
定
義
を
与
え
る
理
論
が
異
な
る
限
り
、
保
証
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
方
、
測
定
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
お
け
る
異
種
統
合
に
お
い
て
は
、
複
数
の
理
論
的
存
在
者
に
対
す
る
測
定
値
が
互
い
に
似
て
い
た
場
合
、
そ
れ
ら
の
測

定
値
を
与
え
た
測
定
方
法
を
組
み
込
ん
だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
活
動
そ
の
も
の
が
、
新
た
な
指
示
特
定
者
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
存

在
者
を
衷
わ
す
理
論
語
の
指
示
対
象
間
の
同
｝
性
が
保
証
さ
れ
る
。
か
つ
て
定
義
を
異
に
し
て
い
た
複
数
の
理
論
語
が
、
同
一
の
対
象
を
指

示
す
る
よ
う
に
な
る
「
共
指
示
」
が
発
生
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
科
学
的
活
動
と
し
て
の
新
た
な
指
示
特
定
者
は
、
も
は
や
（
文
脈
的
で

あ
っ
て
も
）
定
義
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
伴
い
、
指
示
対
象
間
の
同
一
．
性
の
保
証
の
有
無
、
指
示
特
定
者
の
内
実
、
さ
ら
に
は
定
義
可

能
性
と
い
っ
た
点
に
関
し
て
、
措
定
語
は
そ
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
。
こ
の
変
化
の
前
後
に
お
け
る
措
定
語
は
一
厳
密
に
言
え
ば

一
1
互
い
に
そ
の
「
種
」
を
異
に
す
る
と
言
え
る
。
措
定
語
は
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ
と
　
　
例
え
ば
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
と

い
う
二
つ
の
理
論
語
が
「
光
速
度
」
と
い
う
一
つ
の
活
動
語
へ
と
一
姿
を
変
え
る
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
理
論
語
か
ら
活
動
語
へ
と
変
わ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
指
示
対
象
が
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
両
者
は
同
音

異
義
語
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
複
数
の
理
論
語
同
士
が
一
…
そ
し
て
ま
た
各
々
の
理
論
語
と
活
動
語
が
　
　
同
一
の
指
示
対
象
を
持
つ
こ
と

こ
と
ば
と
実
在

四
五



哲
学
研
究
　
第
五
百
八
十
九
号

四
六

を
保
証
す
る
「
共
指
示
」
が
、
こ
こ
で
は
起
こ
る
の
で
あ
る
。

　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
科
学
的
活
動
を
合
理
的
で
有
意
昧
だ
と
見
な
す
限
り
、
我
々
は
、
共
指
示
に
よ
っ
て
同
一
性
が
保
証
さ

れ
た
指
示
対
象
の
実
在
を
信
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
対
象
を
指
す
「
活
動
語
」
は
使
う
が
、
そ
の
実
在
は
信
じ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
反
実

在
論
的
な
態
度
は
、
も
は
や
取
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
活
動
語
」
を
用
い
る
限
り
、
我
々
に
は
「
直
接
観
察
で
き
な
い
物
」
の
実
在
に
つ
い

て
語
る
覚
僖
が
求
め
ら
れ
る
。
「
活
動
語
」
に
な
る
こ
と
で
、
「
措
定
語
」
は
実
在
に
つ
い
て
語
り
出
す
の
で
あ
る
。
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注

（
王
）
　
光
速
度
と
そ
の
基
体
で
あ
る
光
で
は
事
情
は
異
な
る
。
「
光
」
は
何
ら
か
の
科
学
理
論
や
科
学
的
活
動
に
よ
っ
て
措
定
さ
れ
た
存
在
者
で
は
な
い
。

　
そ
れ
は
（
し
ば
し
ば
「
措
定
物
」
と
対
置
さ
れ
る
）
「
日
常
的
な
存
在
者
（
8
ヨ
ヨ
◎
昌
ω
Φ
霧
①
Φ
簿
一
蔓
）
」
な
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
色
」
や
「
明
る
さ
」

　
と
異
な
り
、
「
光
速
度
」
は
、
「
光
」
の
本
性
に
つ
い
て
の
理
論
的
な
考
察
か
ら
導
か
れ
た
性
質
で
あ
る
。
「
光
速
度
」
は
直
接
観
察
で
き
な
い
「
措
定
物
」

　
な
の
で
あ
る
。
「
光
速
度
」
は
そ
の
基
体
と
し
て
「
光
」
を
含
意
す
る
が
、
そ
も
そ
も
「
光
」
の
存
在
は
科
学
的
実
在
論
に
よ
っ
て
そ
の
実
在
が
擁
護
さ

　
れ
る
べ
き
存
在
者
で
は
な
く
、
従
っ
て
「
活
動
存
在
者
」
に
も
含
ま
れ
な
い
。

（
2
）
　
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
に
関
し
て
は
既
に
他
稿
で
も
論
じ
て
い
る
（
出
口
、
二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
、
二
〇
｝
○
）
。
な
の
で
、
こ
こ
で
は
概
説

　
に
止
め
る
。

（
3
）
　
最
小
二
乗
補
正
が
開
発
さ
れ
る
以
前
は
、
伝
統
的
な
最
小
二
乗
法
を
用
い
て
各
々
の
定
数
の
補
正
値
を
順
次
個
別
に
求
め
て
い
く
手
法
が
用
い
ら
れ

　
て
い
た
。
こ
の
場
合
、
複
数
の
定
数
を
継
起
的
に
補
正
し
て
い
く
順
番
（
補
正
の
「
経
路
」
）
は
一
意
的
に
定
ま
ら
ず
、
経
路
が
変
わ
れ
ば
得
ら
れ
る
補

　
正
値
も
異
な
る
（
H
）
二
ζ
O
昌
儒
鋤
昌
匹
O
O
げ
①
コ
噛
一
り
鼻
O
Q
｝
Q
◎
①
）
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
「
最
小
二
乗
法
の
継
起
的
な
適
用
」
も
、
第
三
毅
階
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
キ
ン
グ
の
初
期
の
試
み
と
見
な
せ
る
。
ち
な
み
に
複
数
の
定
数
に
対
す
る
補
正
を
一
挙
に
行
う
最
小
二
乗
補
正
を
考
案
し
た
の
は
ボ
ン
ド
で
あ
る

　
（
b
σ
o
巳
》
δ
。
。
ρ
お
ω
H
）
。
ボ
ン
ド
に
加
え
、
バ
ー
ジ
も
ま
た
、
素
電
荷
と
プ
ラ
ン
ク
定
数
に
対
す
る
最
小
二
乗
補
正
を
行
っ
て
い
る
（
匪
贔
ρ
巳
認
）
。

　
た
だ
し
こ
れ
ら
は
個
々
の
研
究
者
の
個
人
的
な
営
み
で
あ
り
、
ま
た
補
正
の
対
象
も
二
つ
の
定
数
に
止
ま
っ
て
い
る
点
で
萌
芽
的
な
試
み
だ
と
醤
え
る
。

こ
と
ぽ
と
実
在

四
七
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四
八

　
そ
れ
に
対
し
て
四
八
年
補
正
は
全
米
科
学
評
議
会
と
い
う
公
的
機
関
に
よ
っ
て
委
嘱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
な
る
定
数
も
（
派
生
的
な
も
の

　
を
含
め
）
四
〇
種
近
く
に
上
る
と
い
う
意
味
で
、
初
の
本
格
的
な
最
小
二
乗
補
正
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

（
4
）
　
実
際
に
は
以
下
の
よ
う
な
非
線
形
な
関
係
式
は
（
ベ
キ
正
規
）
変
換
パ
ラ
メ
ー
タ
を
導
入
す
る
こ
と
で
線
形
化
さ
れ
た
上
で
、
後
述
の
等
尺
整
合
図

　
上
の
直
線
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

（
5
）
同
じ
関
係
式
の
関
係
値
に
対
し
て
、
異
な
っ
た
加
重
平
均
値
を
代
入
す
る
こ
と
で
⑧
と
⑧
C
が
得
ら
れ
る
。
ま
た
②
か
ら
⑧
は
三
本
の
実
線
か
ら
な

　
る
が
、
そ
の
う
ち
輿
ん
中
の
線
が
関
数
値
、
左
右
の
二
本
は
そ
れ
に
対
す
る
標
準
偏
差
値
を
表
わ
し
て
い
る
。

（
6
）
　
欄
々
の
線
の
両
端
に
図
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
そ
の
線
に
対
応
す
る
座
標
軸
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
座
標
は
、
被
補
正
値
や
関
係
値
の
加
重
平
均
値

　
と
、
各
々
の
騒
に
対
し
て
任
意
に
設
定
さ
れ
た
標
準
値
（
註
4
の
変
換
パ
ラ
メ
ー
タ
に
相
当
）
と
の
ズ
レ
の
百
分
率
表
示
で
あ
る
。
被
補
正
値
の
場
合
、

加
重
平
均
値
が
そ
の
ま
ま
標
準
値
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
ズ
レ
は
0
パ
ー
セ
ン
ト
。
ま
た
関
係
値
の
場
合
は
、
被
補
正
値
の
加
重
平

　
均
値
か
ら
（
関
係
式
に
則
っ
て
）
計
籏
さ
れ
た
値
が
標
準
値
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
瀾
係
値
そ
の
も
の
の
加
重
平
均
値
と
標
準
値
の
問
に

　
は
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
図
で
は
全
て
の
座
標
の
尺
度
が
「
標
準
値
と
加
重
平
均
値
の
ズ
レ
の
程
度
扁
と
い
う
一
律
の
量
に
統
一

　
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
等
尺
偏
図
と
呼
ば
れ
る
理
由
で
あ
る
。

（
7
）
　
こ
の
よ
う
に
図
1
は
、
複
数
の
加
重
平
均
値
の
（
不
）
整
合
性
を
図
示
す
る
機
能
を
持
つ
。
「
整
合
図
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。

（
8
）
　
正
確
に
言
え
ば
、
各
直
線
か
ら
の
距
離
は
同
等
に
扱
わ
れ
な
い
。
各
々
の
直
線
を
与
え
た
加
重
平
均
値
が
持
つ
標
準
偏
差
値
の
二
乗
（
即
ち
分
散

値
）
に
逆
比
例
す
る
形
で
、
そ
れ
ら
の
直
線
と
の
距
離
に
重
み
驚
け
（
加
重
）
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
標
準
偏
差
が
よ
り
小
さ
な
（
即

　
ち
よ
り
質
の
高
い
）
加
重
平
吻
血
を
組
み
込
ん
だ
直
線
に
よ
り
近
く
な
る
よ
う
な
仕
方
で
、
補
正
点
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
U
儒
ζ
o
昌
鳥
　
四
a

　
O
o
冨
鈍
一
逡
。
。
讐
。
。
。
。
）
。

（
9
）
　
例
え
ば
、
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
、
ひ
い
て
は
「
古
典
粒
子
と
し
て
の
光
跡
と
「
波
動
と
し
て
の
光
」
と
い
う
措
定
語
に
対
し
て
、
科
学
者

　
は
、
灘
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
以
前
に
も
、
共
通
の
対
象
を
措
定
し
て
い
た
と
言
え
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
光
の
粒
子
説
と
波
動
説
と
の
論
争
は
、
岡

　
一
の
対
象
に
つ
い
て
の
も
の
で
は
な
く
な
り
、
結
果
と
し
て
無
意
味
な
も
の
と
化
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
措
定
を
「
先
行
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と

　
名
づ
け
よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
二
点
。
（
一
）
粒
子
説
と
波
勤
説
の
間
の
論
争
は
、
措
定
物
の
「
実
在
扁
に
コ
ミ
ッ
ト
せ
ず
と
も
、
例
え
ば
現
象
を

　
救
う
二
つ
の
異
な
っ
た
説
明
図
式
間
の
対
立
と
し
て
解
釈
可
能
。
そ
の
場
合
、
共
通
の
対
象
と
し
て
の
措
定
物
の
実
在
を
信
じ
る
こ
と
は
、
論
争
と
い
う

　
科
学
的
活
動
を
合
理
化
・
有
意
味
化
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
（
二
）
科
学
史
上
の
論
争
は
、
後
世
か
ら
見
れ
ば
、
し
ば
し
ぼ
的
外



　
れ
で
あ
っ
た
り
、
無
意
味
で
あ
っ
た
り
す
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
特
、
定
の
科
学
論
争
の
合
理
化
・
有
意
味
化
は
、
（
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
が
そ
う

　
で
あ
る
よ
う
な
仕
方
で
は
）
科
学
の
他
の
多
く
の
営
み
の
有
意
味
性
・
合
理
性
の
前
提
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
罵
し
よ
う
。
そ
れ
は
他
の
科
学
的

　
活
動
か
ら
容
易
に
切
断
可
能
と
い
う
意
味
で
、
あ
く
ま
で
局
所
的
な
鴬
み
な
の
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
ミ
ル
的
な
指
示
の
理
論
か
ら
す
れ
ば
、
「
措
定
語
」
は
、
嘗
て
の
可
能
世
界
に
お
い
て
同
一
の
対
象
を
指
示
し
続
け
る
「
固
定
指
示
子
（
甑
ひ
q
凱

　
α
Φ
ω
貫
銘
け
。
「
）
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
註
の
内
容
は
佐
金
武
氏
の
指
摘
に
負
っ
て
い
る
。
記
し
て
謝
し
た
い
。

（
1
1
）
　
も
ち
ろ
ん
理
論
金
手
を
知
る
こ
と
に
は
、
そ
の
全
て
の
演
繹
的
帰
結
を
知
る
こ
と
ま
で
は
要
求
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
一
あ
え
て
曖
昧
な
言
い
方
を

　
す
れ
ば
一
そ
の
理
論
の
「
思
い
が
け
な
い
帰
結
扁
や
「
ト
リ
ヴ
ィ
ア
ル
な
帰
結
」
を
除
い
た
全
て
の
帰
結
を
知
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
活
動
語
と
し
て
の
「
光
速
度
」
と
「
電
子
㎏
の
指
示
対
象
は
互
い
に
異
な
る
。
で
は
両
者
の
指
示
対
象
は
い
か
に
し
て
差
異
化
さ
れ
る
の
か
。
確
か

　
に
、
光
速
度
と
（
電
子
の
構
成
的
な
性
質
で
あ
る
）
電
荷
の
そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
の
標
準
値
を
与
え
る
の
は
、
同
じ
一
つ
の
測
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

　
た
だ
し
同
じ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
あ
っ
て
も
、
各
々
が
標
準
値
を
得
る
プ
ロ
セ
ス
、
言
い
換
え
る
と
、
各
々
の
測
定
が
他
の
灘
定
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　
さ
れ
る
履
歴
な
い
し
過
程
は
、
互
い
に
異
な
る
。
そ
し
て
活
動
語
の
指
示
特
定
者
と
は
単
に
「
測
定
ネ
ヅ
ト
ワ
ー
ク
の
全
体
」
で
は
な
く
、
よ
り
正
確
に

　
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
履
歴
」
な
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
光
速
度
」
の
指
示
特
定
者
と
は
（
大
雑
把
に
言
っ
て
）
門
線

　
形
速
度
と
し
て
測
定
さ
れ
る
一
方
、
位
相
速
度
と
し
て
も
測
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
測
定
値
か
ら
の
（
主
と
し
て
加
重
平
均
に
よ
る
）
異
種
統
合
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
標
準
値
が
導
出
さ
れ
た
対
象
」
。
　
方
、
門
電
荷
扁
の
指
示
特
定
者
は
、
（
こ
れ
も
大
雑
把
に
言
っ
て
）
「
（
例
え
ば
）
油
滴
法
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
る

　
一
方
で
、
X
線
法
に
よ
っ
て
も
測
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
測
定
値
か
ら
の
（
加
重
平
均
と
最
小
二
乗
補
正
と
い
う
）
異
種
統
合
に
よ
っ
て
、
そ
の
標
準
値
が
導

出
さ
れ
た
対
象
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
履
歴
を
組
み
込
む
こ
と
で
差
異
化
さ
れ
た
指
示
特
定
者
が
、
「
光
速
度
」
と
「
電

荷
㎏
（
な
い
し
は
「
電
子
扁
）
の
指
示
対
象
の
違
い
を
担
保
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
3
）
　
註
（
9
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、
灘
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
以
前
に
も
、
科
学
者
は
、
例
え
ば
「
線
形
速
度
」
と
「
位
相
速
度
」
の
共
通
の
対
象
を
先
行

的
に
措
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
先
行
コ
ミ
ッ
ト
メ
ソ
ト
は
、
共
指
示
の
「
理
由
」
な
い
し
「
根
拠
」
に
は
な
ら
な
い
。
先
行
コ
ミ
ッ
ト
メ

　
ン
ト
が
、
実
際
に
得
ら
れ
た
測
定
値
の
類
似
性
に
よ
っ
て
門
実
証
偏
さ
れ
て
初
め
て
、
共
指
示
が
「
正
当
化
扁
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
先
行
コ
ミ
ッ
ト

　
メ
ン
ト
は
共
指
示
が
成
立
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
す
ら
な
い
。
例
え
ば
、
マ
ク
ス
ウ
ェ
ル
は
光
速
度
の
測
定
値
と
電
磁
波
の
速
度
の
測
定
値
が
互
い
に

似
て
い
る
こ
と
の
み
を
根
拠
に
、
光
が
電
磁
波
の
一
種
で
あ
る
こ
と
を
「
発
見
」
し
た
（
毒
焔
×
≦
①
群
H
。
。
O
ド
①
。
。
㎝
）
。
こ
こ
で
は
「
光
扁
と
「
電
磁
波
」

　
（
な
い
し
は
「
光
速
度
」
と
「
電
磁
波
速
度
」
）
と
の
間
に
共
指
示
が
成
立
し
て
い
る
が
、
そ
の
以
前
に
、
両
者
の
指
示
対
象
を
同
一
視
す
る
よ
う
な
コ

こ
と
ぽ
と
実
在

四
九
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are　not　free　from　the　influence　of　media　and　technology．　“Media　art，”　in　its

contemporary　sense，　should　be　understood　as　an　activity　to　respond，　critically　and

artistically，　to　this　highly　developed　media－environment　of　ours．

　　XMany　of．　us　may　normally　thinl〈　that　we　use　technology　because　it　helps　us　doing

things　easier．　Under　this　utilitarian　appearance，　however，　technology　does　have　its

own　“aesthetic”　dimension，　which　“media　art”　try　to　address　through　its　various

attempts　to　deviate　media　from　its　normal，　instructed　usage．　lt　is　crucially　impor－

tant　to　develop　a　new　franaework　of　aesthetics　together　with　a　renovated　under－

standing　of　art．　This　does　not　necessarily　mean　the　negation　of　classical　aesthetics

or　modernist　understanding　of　art，　but　an　extension　of　aesthetics　and　art　theory．

　　To　draw　an　outline　of　“inedia　art”　as　1　understand　it，　1　pick　up　in　this　essay　some

of　various　attempts　related　to　topics　of　“interactivity，”　“network，”　“body　and　life”

and　“the　experience　of　the　artificial．”　Owing　to　limited　space　1　only　gives　a　brief

critical　comment　to　each　of　these　worl〈s．　All　works　1　mention　here　are　those　1　am，

through　my　research　or　curatorial　activities，　directly　familiar　with．　1　hope　my

attempt　will　be　understood　as　a　starting　point　to　construct　“aesthetics　of　the

artificial，”　a　research　field　which　1　believe　will　constitute　an　important　part　in　the

investigation　of　technology－conscious　art　works　and　artistic　activities　in　the

coming　decades．

　　　　　Word　and　Reality

The　Meaning　of　‘Activity　Term’

　　　　　　Yasuo　DEGucHI

Associate　Professor　of　Philosophy

　　　Graduate　School　of　Letters

　　　　　　　Kyoto　University

　　Some　scientific　terms　such　as　‘electrons’　and　‘the　speed　of　light’　appear　to　refer

to　entities　that　are　not　directly　observable．　According　to　anti－realism，　one　can

explain　any　scientific　activity　as　rational　and　making　sense　without　believing　in

the　existence　of　those　entities．　ln　contrast，　realists　argue　that　one　cannot．　Among

many　strands　of　realism　is　activity　realism　which　claims　that　we　need　to　believe　in

the　existence　of，　say　electrons　and　the　speed　of　light　in　explaining　an　important

scientific　activity　called　‘measurement　networking’．　lt　also　upholds　that　in　the

2



course　of　the　networking　those　terms　undergo　an　abrupt．　ch，　ange，　qr　a　ph．　ase

transition，　so　to　say，　in　their　meanings　and　definitions．　This　phase　transition　is　so

drastic　that　they　deserve　to　be　renamed　after　that　from　‘theoretical　terms’　to

‘activity　terms’．　This　paper　airns　to　figure　out　in　what　respects　the　two　sorts　of

terms　differ　from　each　other，　and　how　this　transition　occurs．

Higher－Order　Thought　and

Qualitative　Consciousness

　　　　　　　　　　　　　　　Koji　OTA

　　　　　　Graduate　Student　of　Philosophy，

Graduate　School　of　Letters，　Kyoto　University　／

　　　　　　　　　　JSPS　Research　Fellow

　　David　Rosenthal’s　Higher－Order　Thought　Theory，　one　of　the　most　famous

philosophical　theories　of　consciousness，　tries　to　identify　our　conscious　states　with

ones　which　are　represented　by　unconscious　higher－order　thoughts．　lt　also　appeals

to　mental　qualities，　which　are　supposed　to　be　intrinsic　to　sensory　and　perceptual

states　in　general，　when　trying　to　explain　qualitative　conscious　states．　ln　this　paper

l　argue　that　the　idea　of　the　mental　qualities，　however，　makes　the　theory　inconsist－

ent　and　that　the　theory　would　be　able　to　take　another　path　without　appealing　to

the　mental　qualities：　it　can　incorporate　Transparency　Thesis　of　experiences，　which

has　been　rejected　by　Rosenthal．
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